
授 業 概 要 

（社会福祉専攻科） 

授業科目名 

 社会福祉援助技術演習Ⅱ  
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

川本 公代 
実務経験 

訪問介護員 4 年 ディスクゴルフ指導員 3 年 

レクリエーション・インストラクター19 年 

授業の回数 

   16 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・これまで学んできた理論を基に専門職として実際の援助場面で活用していくためのスキルを 

主体的に学ぶ。 

［授業全体の内容の概要］ 

・事例を理解し、グループで互いの考え方を知り意見交換を経て相談援助者にふさわしい 

資質を向上させる。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・事例研究から自分の考えを述べることができ、他者の考え方を理解できる。 

・ソーシャルワーク実践における主要な技術を習得する。 

・ソーシャルワークの過程における相談援助者の果たすべき役割を説明できる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

1.多様性の理解 

2.グループの理解 

3.ネゴシエーション 

4.ファシリテーション 

5.アドミニストレーション 

6.スーパービジョン 

7.地域の理解 

8.アウトリーチ 

 

9.ネットワーキング 

10. ソーシャルアクション 

11. 社会資源開発 

12. インテーク・アセスメント 

13.プランニング 

14.モニタリング 

15.エバリュエーション・ターミネーション 

16．期末考査 

 

［使用テキスト・参考文献］ 学生・教員・実践者のためのソーシャルワーク演習 

ミネルヴァ書房 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。

（５％） 

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（10％）。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉専攻科） 

授業科目名 

  社会福祉調査の基礎 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

前原 良彦 
実務経験 

なし 

授業担当者 

   
実務経験 

 

授業の回数 

  １５ 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

 社会調査の基礎を踏まえたうえで、社会調査の意義と目的・倫理・統計法・量的質的調査・Ｉ

Ｔ活用などに関する基礎的事項を分野横断的、体系的に学ぶ。 

 

［授業全体の内容の概要］ 

社会調査に関する基本知識を理解し、適切に説明、運用ができるようになる。 

そのため、を 15 回の授業の中で、1 回につき 1～2 の重要ポイントをつかみ、自分のものとす

ること。C-learning 小テスト等を通して定着。またグループ学習を通じて、具体的調査事項を作

成し、社会調査の基礎を確立する。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

１． 社会調査の基礎に関する基本知識を理解し適切に説明できる。 

２． 社会調査を具体的に理解し、その特徴を考察し、実際に社会調査を行える。 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

第１回 社会福祉と社会調査・社会調査の歴史 

第２回 社会調査の対象と方法…量的・悉皆・質的・標本 

第３回 社会調査の対象と方法…無作為標本抽出・等間隔抽出・層化抽出・有意抽出 

第４回 調査回数と対象…横断式・縦断式・自計式・他計式 

    具体的調査方法…郵送法・直接面接法・電話インタビュー・留め置き法 

第５回 回答法・選択肢法・データ（変数）の型と尺度 

第６回 調査票の作成…ダブル・バーレル、（イン）パーソナルな質問、キャリーオーバー 

    回答法・選択肢法…自由・単数・複数・限定・回答法 

第７回 データ（変数）の型と尺度、測定（尺度）の信頼性・妥当性 

測定（尺度）の水準…名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比率尺度 

第８回 集計と分析・コーデイング・テキストマイニング・単純集計・記述統計 

第９回 質的変数（名義尺度・順序尺度）の分析度数・度数分布表・ヒストグラム 

    平均値・中央値・最頻値・分散と標準偏差・クロス集計・質的データ分析（QDA） 

第１０回 散布図、相関、回帰・ピアソンの積率相関係数・統計的検定・カイ２乗検定 

第１１回 質的調査の方法…面接法と観察法、構造化面接（構造化インタビュー） 

     半構造化面接（半構造化インタビュー）・非構造化面接（非構造化インタビュー） 



第１２回 観察法…参与観察法・アクション・リサーチ、非参与観察法、統制的観察法 

第１３回 事象見本法、時間見本法、調査における観察者の位置づけ 

第１４回 社会調査の実際…クローズアップ現代より 後期試験 

第１５回 社会調査のまとめと復習問題 

［使用テキスト・参考文献］ 

社会福祉調査の基礎 中央法規                ISBN978-4-8165-0400-6 

社会福祉士国家試験のためのﾚﾋﾞｭｰﾌﾞｯｸ 2025 医学評論社  ISBN978-4-89632-763-2 

社会福祉士国試ナビ 2025  中央法規          ISBN978-4-8058-5881-3 

 

［単位認定の方法及び基準］ 

・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点を算出し、学内共通の基準によ

る絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テストを編集した期末考査により算出

する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では、C-learning の小テスト・ドリル・アンケート等を利用し、発言回数が

複数回である点を評価する。（５％） 

・提出課題（C-learning の小テスト・ドリル・アンケート等を利用）において、到達目標の６割

以上に達している点を評価する（10％）。 

 

 



授 業 概 要 

（社会福祉専攻科） 

授業科目名 

  刑事司法と福祉 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

前原 良彦 
実務経験 

なし 

授業担当者 

   
実務経験 

 

授業の回数 

  １５ 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

 刑事司法と福祉の基礎を踏まえたうえで、更生保護制度の意義と目的などに関する基礎的事項

を分野横断的、体系的に学ぶ。 

 

［授業全体の内容の概要］ 

刑事司法と福祉の根幹である更生保護制度に関する基本知識を理解し、適切に説明、運用がで

きるようになる。 

そのため、それを 15 回の授業の中で、1 回につき 1～2 の重要ポイントをつかみ、自分のもの

とすること。C-learning 小テスト等を通して定着。また映像資料を１５回に分けて、鑑賞し、更

生保護の現場を知り、具体例を知り、将来の援助の在り方をつかむ。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

１． 更生保護制度に関する基本知識を理解し適切に説明できる。 

２． 更生保護制度を具体的に理解し、その特徴を考察できる。 

３． 実際に更生保護制度を運用できる。 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

第１回 刑事司法の中の更生保護の歴史 

    更生保護法のできるまで 

第２回 更生保護とは？更生保護の対象 保護観察の２つの機能  

第３回 補導援護の方法 

第４回 非行・犯罪臨床 少年非行 

第５回 犯罪臨床(刑事司法における犯罪者＜成人＞に対する手続き)  

第６回 仮釈放・仮出場 

第７回 仮釈放・少年院からの仮退院・婦人補導院からの仮退院 

第８回 仮釈放等の手続き・収容中の者に対する生活環境の調整・法定期間経過の通告 

第９回 ３６条調査・２５条調査等・仮釈放等の許可基準 

第１０回 保護観察…保護観察の目的・保護観察の方法・保護観察対象者 5 種類 

第１１回 保護観察の方法―指導監督と補導援護 

    保護観察の方法―遵守事項、保護観察対象者の種類とその特徴、その終了時の状況…保

護観察処分少年（1 号観察）、少年院仮退院者（2 号観察）、仮釈放者（3 号観察）、保護観察付執



行猶予者（4 号観察）、婦人補導院仮退院者（5 号観察） 

第１２回 更生保護制度の担い手  保護観察官・協力雇用主 

第１３回 更生保護制度の担い手  保護司 

第１４回 更生保護施設 

第１５回 医療観察制度 後期試験 

 

［使用テキスト・参考文献］ 

更生保護制度 渡辺 信英 著  南窓社         ISBN978-4-8165-0400-6 

社会福祉士国家試験のためのﾚﾋﾞｭｰﾌﾞｯｸ 2023－2024 医学評論社  ISBN978-4-89632-763-2 

社会福祉士国試ナビ 2024  中央法規          ISBN978-4-8058-5881-3 

 

［単位認定の方法及び基準］ 

・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点を算出し、学内共通の基準によ

る絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テストを編集した期末考査により算出

する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では、C-learning の小テスト・ドリル・アンケート等を利用し、発言回数が

複数回である点を評価する。（５％） 

・提出課題（C-learning の小テスト・ドリル・アンケート等を利用）において、到達目標の６割

以上に達している点を評価する（10％）。 

 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  社会福祉士国家試験対策ゼミ 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

名地 宙 

実務経験 

・病院・介護老人保健施設・デイサービス等におい

て、ソーシャルワーカーとして勤務。ご利用者・ご

家族からの相談及びサービス提供、各関係専門機関

との連携・調整業務を担当。 

・若者サポート支援センターにて、相談員として勤

務。ご利用者からの相談、各専門プログラムの提供、 

就労定着支援業務を担当。 

授業の回数 

   30 回 

時間数（単位数） 

  60 時間（２単位） 

配当学年・時期 

専攻科１年・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

１ 担当の国家試験受験科目の内容を把握する 
２ 国家試験に合格するための得点力を身に付ける 

［授業全体の内容の概要］ 

担当科目の内容を理解できるよう要点を絞ったプリントを使い解説し、過去問題を
解答させ、その解説を行う。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

１ 過去問題が解けるようになる 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル結合） 

 

１．就労支援サービス 

２．就労支援サービス 

３．過去問等演習 

４．就労支援サービス 

５．過去問等演習 

６．児童・家庭福祉論 

７．児童・家庭福祉論 

８．過去問等演習 

９．児童・家庭福祉論 

10．児童・家庭福祉論 

11．過去問等演習 

12．児童・家庭福祉論 

13．過去問等演習 

14．福祉サービスの組織と経営 

15．福祉サービスの組織と経営 

 

16. 過去問等演習 

17．福祉サービスの組織と経営 

18．福祉サービスの組織と経営 

19．過去問等演習 

20．地域福祉論 

21．地域福祉論 

22．過去問等演習 

23．地域福祉論 

24．地域福祉論 

25．過去問等演習 

26．公的扶助論 

27．過去問等演習 

28．公的扶助論 

29．公的扶助論 

30．過去問等演習 

期末考査 

［使用テキスト・参考文献］ ①『社会福祉士国家試験のためのレビューブック』、 
発行：（株）メデイック・メデイア  
ISBN978—4—89632—763—2 

②『クエスチョンバンク 社会福祉士国家試験問題解説』 
 発行：メデイック・メデイア 



 ISBN978—4—89632—764—9 
③『目で見て覚える 社会福祉士国試ナビ』 
 発行：中央法規  
 ISBN978—4—8058—5881—3 

 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

・到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では、居眠りをしているか授業に積極的に参

加しているかについて評価する（10％） 

・提出課題がある場合において、期日までに提出されているかを

重点に評価する（5％） 

 



授 業 概 要 
（社会福祉専攻科） 

授業科目名 
  国試対策ゼミ（ⅢⅤ領域部分） 

授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 
立花 匡真 

実務経験 
 

授業の回数 
   46 回 

時間数（単位数） 
  92 時間（２単位） 

配当学年・時期 
１年・後期 

（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 
 １ 担当の国家試験受験科目の内容を把握する（後期分のみ） 
 ２ 国家試験に合格するための得点力を身に付ける  
［授業全体の内容の概要］ 

担当科目の内容を理解できるよう要点を絞ったプリントを使い解説し、過去問題を解
答させ、その解説を行う 
（専攻科２年の社会福祉士国家試験対策授業の後期分に参加する） 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
１ 過去問題が解けるようになる 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［使用テキスト・参考文献］ レビューブック  
［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点を算出し、

学内共通の基準による絶対評価を行う。 
１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テストを編集し
た期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 
・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。（５％） 
・提出課題の到達目標の６割以上に達している点を評価する。（10％） 

 

ｺﾏ数 内 容 

１ 人体の構造と機能及び疾病⑦ 

２ 社会理論と社会システム⑩ 

３ 福祉行財政と福祉計画⑨ 

４ 社会保障⑨ 

５ 低所得者に対する支援と生活保護制度⑦ 

６ 保健医療サービス⑤ 

７ 権利擁護と成年後見制度⑨ 

８ 人体の構造と機能及び疾病⑧ 

９ 社会理論と社会システム⑪ 

１０ 福祉行財政と福祉計画⑩ 

１１ 社会保障⑩ 

１２ 低所得者に対する支援と生活保護制度⑧ 

１３ 保健医療サービス⑥ 

１４ 権利擁護と成年後見制度⑩ 

１５ 人体の構造と機能及び疾病⑨ 

１６ 社会理論と社会システム⑫ 

１７ 福祉行財政と福祉計画⑪ 

１８ 社会保障⑪ 

１９ 低所得者に対する支援と生活保護制度⑨ 

２０ 保健医療サービス⑦ 

２１ 権利擁護と成年後見制度⑪ 

２２ 人体の構造と機能及び疾病⑩ 

２３ 社会理論と社会システム⑬ 

 

ｺﾏ数 内 容 

２４ 福祉行財政と福祉計画⑫ 

２５ 社会保障⑫ 

２６ 低所得者に対する支援と生活保護制度⑩ 

２７ 保健医療サービス⑧ 

２８ 権利擁護と成年後見制度⑫ 

２９ 人体の構造と機能及び疾病⑪ 

３０ 社会理論と社会システム⑭ 

３１ 福祉行財政と福祉計画⑬ 

３２ 社会保障特別編① 

３３ 低所得者に対する支援と生活保護制度⑪ 

３４ 権利擁護と成年後見制度⑬ 

３５ 社会理論と社会システム⑮ 

３６ 福祉行財政と福祉計画⑭ 

３７ 社会保障特別編② 

３８ 権利擁護と成年後見制度⑭ 

３９ 社会理論と社会システム⑯ 

４０ 福祉行財政と福祉計画⑮ 

４１ 社会保障特別編③ 

４２ 権利擁護と成年後見制度⑮ 

４３ 社会理論と社会システム⑰ 

４４ 社会保障特別編④ 

４５ 権利擁護と成年後見制度⑯ 

４６ 期末試験 

 



授 業 概 要 

（社会福祉専攻科） 

授業科目名 

  ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

川本 公代 
実務経験 

訪問介護員 4 年 ディスクゴルフ指導員 3 年 

レクリエーション・インストラクター19 年 

授業の回数 

   16 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・相談援助の展開過程を順序立てて理解しそのポイントを把握する 

・利用者との信頼関係の構築の方法と必要な技術を学ぶ 

・さまざまなアプローチ方法を知りその特徴を捉える 

［授業全体の内容の概要］ 

・相談援助の展開過程における専門職としての役割を理解する 

・相談援助とアプローチ法の関係を理解する 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・相談援助の展開過程のそれぞれの段階の重要点を説明することができる 

・傾聴の意味を説明できて面接技術のポイントを実際に示すことができる 

・アプローチ法を具体的に説明できる  

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル結合） 

１．相談援助の展開過程①ニーズ発見～インテ

ーク（かかわり技法） 

２.相談援助の展開過程②インテーク～アセス

メント（エコマップ） 

３.相談援助の展開過程③アセスメント～プラ

ンニング 

４.相談援助の展開過程④アセスメント～エバ 

  リュエーション                                                                                                                               

５.面接技術（DVD） 

６.面接技術  

 

７.グループを活用した相談援助 

８.さまざまな実践モデルとアプローチ①９.

さまざまな実践モデルとアプローチ② 

10.さまざまな実践モデルとアプローチ③ 

11.スーパービジョンとコンサルテーション 

12.相談援助における個人情報の保護 

13.相談援助の実際 事例 

14.相談援助の実際 事例 

15.相談援助の実際 事例 

16.期末考査 

 

［使用テキスト・参考文献］ 相談援助の理論と方法Ⅰ・Ⅱ 中央法規 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。

（５％） 

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（10％）。 



 



授 業 概 要 

（社会福祉専攻科） 

授業科目名 

  国試対策ゼミ 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

川本 公代 実務経験 
 

 

授業の回数 

   30回 

時間数（単位数） 

  60時間（２単位） 

配当学年・時期 

１年・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・高齢者に対する支援と介護保険制度の基礎を再確認し、応用力をつける。 

・相談援助の基盤と専門職・相談援助の理論と方法について復習し、さらに応用力をつける。 

［授業全体の内容の概要］ 

・各教科の基本的事項を復習する。 

・問題にチャレンジして答え合わせをしながら正しい解答を覚える。 

・繰り返し問題を解いて解き方を習得する。 

 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・模擬試験に結果を出す。 

・過去問題・模擬問題を確実に解くことができる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

 

１．介護保険復習 

２. 介護保険復習 

３. 介護過程1 

４. 介護過程2 

５. 老人福祉法1    

６. 老人福祉法2 

７. 高年齢者雇用安定法・高齢社会対策基本法 

８. 高齢者住まい法・バリアフリー法 

９. 高齢者虐待防止法・高齢者の医療の確保に関する 

   法律 

10. 高齢社会白書・生活基礎調査 復習 

11. 高齢者に対する支援と介護保険制度 模擬試験

問題答練・解説 

12. 高齢者に対する支援と介護保険制度 過去問

題・模擬問題答練・解説 

13. 高齢者に対する支援と介護保険制度 過去問

題・模擬問題答練・解説  

14. 高齢者に対する支援と介護保険制度 過去問

題・模擬問題答練・解説 

15. 高齢者に対する支援と介護保険制度 過去問

題・模擬問題答練・解説  

16. 高齢者に対する支援と介護保険制度 過去問

題・模擬問題答練・解説  

17. 相談援助の基盤と専門職 過去問題・模擬問題答

練・解説  

  

18. 相談援助の基盤と専門職 過去問題・模擬問題答

練・解説  

19. 相談援助の基盤と専門職 過去問題・模擬問題答

練・解説  

20. 相談援助の基盤と専門職 過去問題・模擬問題答

練・解説  

21. 相談援助の理論と方法 過去問題・模擬問題答

練・解説  

22. 相談援助の理論と方法 過去問題・模擬問題答

練・解説   

23. 相談援助の理論と方法 過去問題・模擬問題答

練・解説 

24. 相談援助の理論と方法 過去問題・模擬問題答

練・解説 

25 相談援助の理論と方法 過去問題・模擬問題答練・

解説 

26. 相談援助の理論と方法 過去問題・模擬問題答

練・解説 

27. 相談援助の理論と方法 過去問題・模擬問題答

練・解説 

28. 重要事項復習 

29. 重要事項復習     

30. 重要事項復習 

31. 期末考査 

    

 



 

［使用テキスト・参考文献］ 社会福祉士国試のためのﾚﾋﾞｭｰﾌﾞｯｸ 2021 

模擬試験過去問題 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が80％以上の者に対して、以下の配点による総合点を算出し、

学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テストを編集し

た期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・時間内の模擬テストにおいて、到達目標の７割以上に達している点を評

価する（15％）。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業のタイトル（科目名） 

国家試験対策Ⅱ（前原） 

授業の種類 

（ 講義・ 演習 ・実技） 

授業担当者 

前原 良彦 

授業の回数 

２６回(水１限・金２限) 

時間数（単位数） 

２６時間（２単位） 

配当学年・時期 

ＴＦ１・２年後期 

必修・選択 

必修 

［授業の目的・ねらい］ 

各科目(心理学理論と心理的支援 ,就労支援サービス)の基礎を復習し知識の整理をする。 

模擬問題に触れ、解き方、問題の傾向を学ぶ。  

 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］  

各科目模擬試験の正答率が 50％以上となっている。 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］  

第１回 心と脳／欲求・動機づけと行動 

第２回 適応（防衛）機制 

第３回 感覚・知覚・認知 

第４回 学習・記憶・思考 

第５回 人格・性格・類型論・特性論  

第６回 集団・発達  

第７回 人の成長・発達と心理・発達段階、発達課題 PM 理論  

第８回 アタッチメント・アイデンティティ・臨界期  

第９回 ストレスとストレッサ―・ストレスマネージメント  

第１０回 人格検査  

第１１回 カウンセリングの概念と範囲  

第１２回 心理療法①  

第１３回 心理療法②  

第１４回 心理学のまとめ整理  

第１５回 雇用・就労の動向  

第１６回 労働法規の概要  

第１７回 生活保護制度における就労支援  

第１８回 障害者福祉制度における就労支援  

第１９回 障害者雇用率制度  

第２０回 ハローワークと就労支援  

第２１回 就労支援における専門職の役割と実際  

第２２回 他分野との連携  

第２３回 就労政策等  

第２４回 ４科目総復習①  

第２５回 ４科目総復習②  

第２６回 ４科目総復習③  

［使用テキスト・参考文献］ 

社会福祉士国試のためのﾚﾋﾞｭｰﾌﾞｯｸ 2017 

社会福祉士国試これだけ１問１等要点まとめ 2017 

［単位認定の方法及び基準］ 

所定の出席率の充足 

期末試験（模擬試験）の得点 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  レポート指導（選択） 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

名地 宙 川本公代 

前原良彦 立花匡真 

実務経験 

 

授業の回数 

   60 回 

時間数（単位数） 

  120 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・大学が課した福祉課題のレポートを作成して大学に提出する。 

・大学のオンデマンドスクーリングを視聴する。 
［授業全体の内容の概要］ 

大学が課した福祉課題のレポートを作成する際に、担当教員から添削をしてもらい、
可以上の評価の内容を大学へ提出すると同時に、スクーリングをオンデマンドで視
聴したり、スクーリング試験や客観式レポートをオンデマンドで送信する。  

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
・大学指定の科目の単位を取得する。 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル） 

・前期 30 回、後期 30 回のコマ数を４人の担当教員が他の授業の実施状況等を勘案して分担して
担当する。 

・学生からの添削依頼を受けたレポートの内容を精査して、大学からのより高評価が得られるよ
うに修正を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［使用テキスト・参考文献］ レポートの科目ごとに異なる。 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、完了した学生のレポート

を基にクラスごとに以下の配点による基準を設け総合点を算出

し、絶対評価を行う。 

 

 

 

 

 

 
 

評価項目 主題提示 構　　成 表　　現 用　　字

配　　点 ４０点 ３０点 １５点 １５点

〈 レポート指導の期末評価項目 〉



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  レポート指導 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

名地 宙 川本公代 

前原良彦 立花匡真 

実務経験 

 

授業の回数 

   105 回 

時間数（単位数） 

  210 時間（１単位） 

配当学年・時期 

２年・前後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・大学が課した福祉課題のレポートを作成して大学に提出する。 

・大学のオンデマンドスクーリングを視聴する。 
［授業全体の内容の概要］ 

大学が課した福祉課題のレポートを作成する際に、担当教員から添削をしてもらい、
可以上の評価の内容を大学へ提出すると同時に、スクーリングをオンデマンドで視
聴したり、スクーリング試験や客観式レポートをオンデマンドで送信する。  

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
・大学指定の科目の単位を取得する。 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル） 

・前期６０回、後期４５回のコマ数を４人の担当教員が他の授業の実施状況等を勘案して分担し
て担当する。 

・学生からの添削依頼を受けたレポートの内容を精査して、大学からのより高評価が得られるよ
うに修正を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［使用テキスト・参考文献］ レポートの科目ごとに異なる。 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、完了した学生のレポート

を基にクラスごとに以下の配点による基準を設け総合点を算出

し、絶対評価を行う。 

 

 

 

 

 

 
 

評価項目 主題提示 構　　成 表　　現 用　　字

配　　点 ４０点 ３０点 １５点 １５点

〈 レポート指導の期末評価項目 〉



授 業 概 要 
（社会福祉専攻科） 

授業科目名 
  公務員試験対策 

授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 
立花 匡真、前原 良彦 

実務経験 
 

授業の回数 
   64 回 

時間数（単位数） 
  128 時間（２単位） 

配当学年・時期 
１年・通年 

（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 
 １ 公務員試験の一般知能分野での合格レベルの学力の養成  
［授業全体の内容の概要］ 

試験問題で得点できるように出題範囲の内容を理解できるよう要点を絞ったプリントを使い解
説し、過去問題を解答させ、その解説を行う。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
１ 一般知能分野で８割以上の得点率を得る 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［使用テキスト・参考文献］ オリジナルプリント 
［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点を算出し、学

内共通の基準による絶対評価を行う。 
１．考査点(85％) 
到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テストを編集した期
末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 
・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。（５％） 
・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評価する。（10％） 

 

ｺﾏ数 内容（立花） 

１ 距離・速さ・時間 

２ 整数Ⅰ 

３ 整数Ⅱ 

４ 整数Ⅲ 

５ 不等式 

６ 場合の数と確率Ⅰ 

７ 場合の数と確率Ⅰ 

８ ｎ進数 

９ 濃度 

１０ 通過算 

１１ 仕事算・流水算 

１２ 利益算 

１３ 年齢算 

１４ 虫食い算 

１５ 魔法陣 

１６ 期末試験（前期） 

１７ 単位と解き方の基本 

１８ 割合と実数Ⅰ 

１９ 割合と実数Ⅱ 

２０ 指数 

２１ 対前年増減率 

２２ 図形の性質Ⅰ 

２３ 図形の性質Ⅱ 

２４ 面積比 

２５ 平面図形 

２６ 立体図形 

２７ サイコロ 

２８ 折り紙 

２９ 軌跡 

３０ 文章理解－要旨主旨（余裕ある場合） 

３１ 文章理解－文章整序（余裕ある場合） 

３２ 期末試験（後期） 

 

ｺﾏ数 内容（前原） 

１ 集合・命題Ⅰ 
２ 集合・命題Ⅱ 

３ 集合・命題Ⅲ 

４ 集合・命題Ⅳ 

５ 対応Ⅰ 

６ 対応Ⅱ 

７ 勝敗 

８ 順位順序 
９ 時計Ⅰ 
１０ 時計Ⅱ 

１１ 暗号Ⅰ 

１２ 暗号Ⅱ 

１３ 位置・方角Ⅰ 

１４ 位置・方角Ⅱ 
１５ 文章理解１ 

１６ 期末試験（前期） 

１７ 家族関係 
１８ 比較（１） 
１９ 比較（１） 
２０ 比較（２） 
２１ 比較（２） 
２２ 方位・方角 
２３ 方位・方角 
２４ 方位・方角/位置  

２５ 道順 
２６ 道順 
２７ 文章理解１ 
２８ 文章理解２ 
２９ 文章理解３ 
３０ 英文読解 内容把握１ 
３１ 英文読解 内容把握２ 
３２ 期末試験（後期） 

 



授 業 概 要 

（社会福祉専攻科） 

授業科目名 

  社会学と社会システム 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

立花 匡真 
実務経験 

 

授業の回数 

   32回 

時間数（単位数） 

  64時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 
 １ 社会学の理論の概要を把握する 
 ２ 国家試験に合格するための基礎学力を身に付ける  

［授業全体の内容の概要］ 
担当科目の内容を理解できるよう要点を絞ったプリントを使い解説し、基礎的な内容を把

握できるよう確認試験を解答させる 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
１ 過去問題が解けるようになる 

２ 確認試験で知識を確実に身に付ける 

３ 社会学の観点から映画を鑑賞する 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［使用テキスト・参考文献］ 
最新 社会福祉士養成講座 
３ 社会学と社会システム 中央法規 

［単位認定の方法及び基準］ 
・期末試験による評価 

  

ｺﾏ数 テーマ ｺﾏ数 テーマ 

１ 
１．①社会学の視点（１）社会学の歴史と対

象 １７ 
15．②社会構造と変動（15）地域Ⅲ 

２ 
２．②社会構造と変動（１）社会システムⅠ 

１８ 
16．③市民社会と公共性（１）社会政策と社

会問題 

３ 
３．②社会構造と変動（２）社会システムⅡ 
 １９ 

17．③市民社会と公共性（２）差別と偏見 

４ 
４．②社会構造と変動（３）社会システムⅢ 

２０ 
18．④生活と人生（１）家族とジェンダーⅠ 

５ 
５．②社会構造と変動（４）組織と集団Ⅰ 

２１ 
19．④生活と人生（２）家族とジェンダーⅡ 

６ 
６．②社会構造と変動（５）組織と集団Ⅱ 

２２ 
20．④生活と人生（３）家族とジェンダーⅢ 

７ 
７．②社会構造と変動（６）組織と集団Ⅲ 

２３ 
21．④生活と人生（４）健康 

８ 
８．②社会構造と変動（７）人口 

２４ 
22．④生活と人生（５）労働 

９ 
９．②社会構造と変動（８）グローバリゼー

ション（９）環境 ２５ 
23．④生活と人生（６）世代 

１０ 
10．②社会構造と変動（10）社会変動Ⅰ 

２６ 
24．⑤自己と他者（１）自己と他者 

１１ 
11．②社会構造と変動（11）社会変動Ⅱ 

２７ 
25．⑤自己と他者（２）社会化 

１２ 
12．②社会構造と変動（12）社会変動Ⅲ 

２８ 
26．⑤自己と他者（３）相互行為 

１３ 
13．②社会構造と変動（13）地域Ⅰ 

２９ 
社会学的視点からの映画鑑賞授業その１ 

１４ 
14．②社会構造と変動（14）地域Ⅱ 

３０ 
社会学的視点からの映画鑑賞授業その２ 

１５ プレテスト ３１ プレテスト 

１６ 前期期末試験 ３２ 後期期末試験 

 


